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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

人体の構造と
機能の学修

疾病と障害の
成り立ち及び

回復過程の促進の
理解

多職種連携・
協働の理解

言語聴覚療法の統合

言語聴覚療法の
関連する他分野の

理解

大学教育の統合

※上記の科目は、履修モデルを基本としており、リハビリテーション学科の全科目は表示していない。

リハビリテーション学部リハビリテーション学科言語聴覚学専攻  カリキュラムマップ

教育課程

1年次 2年次 3年次 4年次

現代社会における
広範な課題の理解

言語聴覚療法の
臨床現場で
求められる

知識・技術の修得

【言語聴覚学専攻の育成する人材像】

保健医療福祉領域における言語聴覚士としての高度な専門的知識と技術に加えて、情報化社会に伴うコミュニケーション手段の変容による言語理解や言語表出が困難な者におけるコミュニケーション課題に対する解決力を身につけ、関連する多職種間と連携・協働を行い、地域社会に貢献できる人材を養成する。

ディプロマ

ポリシー

本専攻の育成す

る人材像として、

以下の能力を修

得した者に、言

語聴覚学士（専

門職）を授与する。

・行政分野

市町村

保健所

など

・教育分野

学校

など

・一般企業

【CP④】

科学的な評価、分

析的な観察と他の

職種からの情報を

統合・解釈し、対

象者の問題を解

決することができ

る人材を育成する。

【CP③】

臨床観察から対

象者がかかえる

問題点を理解し、

社会的な視点も含

め言語聴覚士とし

て自ら判断し行動

できる人材を育成

する。

【CP②】

言語聴覚士として

の技能を有し、対

象者がかかえる

課題に取り組む

チームの一員とし

て他の職種とコ

ミュニケーションを

図ることができる

人材を育成する。

【CP①】

対象者を理解す

るための幅広い

教養と言語聴覚

士としての専門知

識と技術を有し、

それを活用できる

人材を育成する。

カリキュラム

ポリシー

ディプロマポリ

シーに掲げる人材

育成のために、以

下に示した５つの

目的を設定する。

想定される進路

就職先

・小児分野

特別支援学校

肢体不自由児施設

重心心身障害児施設

小児療育センター

リハビリテーション病院

など

・成人分野

リハビリテーション病院

総合病院、

など

・高齢者分野

介護唐人保健施設

通所サービス事業所

訪問サービス事業所

など

専門支持科

基礎科目

専門基幹科

展開科目

総合科目

※

黒字：必修科目

青字：選択必修科目

赤字：選択科目

・言語聴覚士としての業務を担うための総合学修

心理学

教育学

情報処理演習Ⅱ

コミュニケーション論

統計学

健康とスポーツ

英語Ⅰ

医学英語

解剖学Ⅰ

解剖学Ⅱ
生理学Ⅱ

生理学Ⅰ

精神医学

医学概論

病理学

リハビリテーション医学

臨床心理学

耳鼻咽喉科学

内科学

臨床神経学

小児科学

形成外科学

臨床歯科医学

リハビリテーション概論

言語聴覚障害学総論Ⅰ 言語聴覚障害学総論Ⅱ 言語聴覚療法セミナーⅠ 言語聴覚療法セミナーⅡ

失語症学 音声学言語学

聴覚系医学

聴覚障害学

音響学

発達心理学

音声・言語系医学

言語発達学

言語発達障害学

機能性構音障害学実習

器質性構音障害学実習

学習・認知心理学

吃音学

嚥下障害学実習

補聴器・人工内耳学

高次脳機能障害学

運動障害性構音障害学実習

重複障害学

言語発達障害検査実習

言語発達障害評価実習

聴覚検査学

聴覚障害検査実習

失語・高次脳機能障害検査実習

失語・高次脳機能障害評価実習

発声発語・嚥下障害評価実習

発声発語・嚥下障害検査実習

心理測定法実習

言語聴覚療法技術実習Ⅰ

言語聴覚療法技術実習Ⅱ

言語聴覚療法技術実習Ⅲ

言語聴覚療法技術実習Ⅳ

マンガ概論 視覚デザイン概論

視覚伝達デザイン論

広告論

情報メディア学入門

活字デザイン論

企業広報活動論

広告デザイン論

言語聴覚療法総合演習Ⅰ

言語聴覚療法総合演習Ⅱ

言語聴覚療法総合演習Ⅲ

応用言語聴覚学演習

言語聴覚療法地域支援実習

【国家試験受験資格】

言語聴覚士

言語聴覚療法臨床実習Ⅰ 言語聴覚療法臨床実習Ⅱ 言語聴覚療法臨床実習Ⅲ

情報処理演習Ⅰ

社会福祉概論

健康科学

音声障害学実習 学習障害・広汎性発達障害学

英語Ⅱ

英会話

生命倫理

地域課題研究Ⅰ リーダーシップ論地域課題研究Ⅱ

地域包括ケア論 チーム連携論

地域福祉活動論

マンガ基礎実習 カラーコミュニケーション概論

・地域における情報の理解

・情報伝達の手法の理解

・情報表現方法の理解

【DP①】

対象者が抱える

様々な問題を理

解するための知

識と技術を有し、

それを安全かつ

的確に活用

できる。

【DP②】

対象者と円滑な

コミュニケーショ

ンをとることがで

き、多職種との

連携・協働を行う

ことができる。

【DP③】

言語聴覚障害の

多様性を深く理

解し、言語聴覚

士として倫理的

かつ道徳的に判

断し行動できる。

【DP④】

科学的な評価と

分析、他職種か

ら得られた情報

を統合し、対象者

の問題解決に向

けて対応できる。

【DP⑤】

自らの専門性に

ついて主体的に

探究し、資質向

上のために努力

し続けることがで

きるとともに、地

域の保健医療福

祉の向上にも貢

献できる。

【CP⑤】

言語聴覚障害学

と保健医療福祉・

教育領域の進歩、

また、地域社会の

課題にも関心をも

ち、自ら学修し続

けることができる

人材を育成する。

臨地臨床実習

人間の探求

社会の探求

地域の探求

自然の探求

健康の探求

外国語の探求

基礎医学

保健医療福祉の理念

臨床医学

基礎言語聴覚学

言語聴覚療法評価学

言語聴覚療法治療学

言語聴覚療法臨床実習

言語聴覚療法展開科目群

応用言語聴覚学


